
１
議席
番号

１９ １/１

答弁者

１ 市　　長
副 市 長
関係部長

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

２

(1)

(2)

(3)

(4)

企業誘致のための土
地利用について

以前あった市主導の工業団地計画は、候補地が県の土砂災
害危険区域に指定されたことにより頓挫してしまった。その
他の候補地(主に市有地)も整備コストの面などで難があり実
現していない。今現在、市土地利用計画の産業振興ゾーンに
おける都市計画法の地区計画により民間工業団地立地を認め
る政策になってはいるが、具体的な話は聞こえてこない。今
後の民間工業団地及び大規模工場の誘致について市の考えを
伺う。
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産業振興ゾーンへの工場立地で進出してきた企業は過
去に何社あるのか。また進出したいという相談はどの程
度あったのか。

地区計画での工業団地立地を認めるようになってから
それについての相談などはあるのか。

大変広い範囲で産業振興ゾーンが設定されているが、
進出した企業及び工場は数少ない。土地はあるのになか
なか企業が進出してこない、またはできない要因は何
か。

産業振興ゾーンを大きな工業団地と捉え、市が工業団
地を造成するつもりで、その中に何本か道路や排水を整
備していってはどうか。

　少子化対策について 本年２月の定例会で行った私の少子化対策についての一般
質問において、市長から、来年度からの高校生までの医療費
無償化に向けて準備をしているとの答弁をいただいた。市は
立ち上げた「市少子化対策推進本部」で、これからさらに当
市独自の少子化対策を考え実行していくということであり、
大いに期待していきたいと感じ質問する。

市少子化対策推進本部については、庁内横断的な対策
の検討をし、具体的な対応策を実行するための核とする
ようである。課長級による本部会と係長級による幹事会
とあるが、その詳しい構成はどのようになっているの
か。

婚姻件数、出生数、出生率及び転入者数の近年の推移
は。

今まで行ってきた少子化対策とその成果は。またその
成果が出ていない要因について。

国の政策は今のところ主に子育て支援に向いているよ
うであるが、少子化の根本的な要因の一つとしては婚姻
数の減少が非常に大きいと感じる。また、婚姻数を増や
すことを最大の課題と捉え、当市独自の政策を考えて欲
しいと思う。そのためには未婚者の声を聞くことが大切
であると思うが、どのように考えているか。

結婚や子育てについて支援をしていくということにな
ると、様々な部分で就労環境の改善が必要である。その
ためには今後若者の勤める企業にも共通理解を持ってい
ただき、積極的に協力していただく必要があると感じ
る。企業との協力関係についてはどのように考えている
か。
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